
平
成
29
年
４
月
の
選
挙

に
お
い
て
、
同
じ
顔
ぶ
れ
で

再
選
と
な
っ
た
邑
南
町
議
会

は
、
議
会
構
成
を
２
年
で
改

選
す
る
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
５
月
８
日
に
臨
時
議
会

を
開
き
議
会
人
事
を
一
新
し

ま
し
た
。

議
長
に
は
山
中
康
樹
議

長
を
再
選
し
（
３
回
目
）、

副
議
長
に
は
中
村
昌
史
議
員

を
初
選
任
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
委
員
構
成

も
若
干
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。新
た
な
議
員
が
委
員
長
・

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
る
な

ど
、
議
会
全
体
の
力
量
ア
ッ

プ
に
も
配
意
し
た
改
選
人
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す

が
、
議
員
間
討
議
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
な
ど
、
邑
南
町

の
発
展
の
た
め
に
充
実
し
た

議
会
活
動
を
め
ざ
し
ま
す
。

活発な議論で

ガッチリと握手の山中議長と中村副議長

開かれた議会運営を
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山
中
康
樹
議
員
が
３
度
目
の
議
長
就
任

副
議
長
に
は
中
村
昌
史
議
員
を
選
出

　

元
号
が
令
和
と
な
り
、
初
の
臨
時
会
は
５
月
８
日
に
開
催
し
、
邑
南
町
議
会
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り
、
２
年
に
１
度
の
議
会
の
人
事
構
成
の
改
選
を

行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
は
山
中
康
樹
議
員
が
当
選
し
、
３
度
目
の
議
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。
副
議
長
に
は
中
村
昌

史
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
特
別
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
選
出
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
新
し
い
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
　
長
　

山
中
　
康
樹

副
議
長
　

中

村

昌

史

　

こ
の
度
の
副
議
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
数
の
議
員

諸
兄
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
存
じ
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
な
議
員
の

な
り
手
不
足
や
議
会
に
対
す

る
関
心
の
低
下
な
ど
、
地
方

議
会
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
邑
南
町
議
会
で
も

12
年
前
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
言
え

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
継

続
し
な
が
ら
、
個
々
の
議
員

の
活
動
や
委
員
会
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
改
革
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

副
議
長
と
し
て
議
長
を
補

佐
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、
積
極
的
に
地
域
に
出
向

い
て
い
く
こ
と
も
心
が
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
今
ま
で
以
上
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

再
度
議
長
に
選
任
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
、
28
年
間
議

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、４
名
の
町
長
と
と
も
に
、

　議長選挙
  当選　山中康樹　　７票
　　　  清水優文　　５票
　　　  石橋純二　　３票
　副議長選挙
  当選　中村昌史　　７票
　　　  日野原利郎　４票
  　　　大屋光宏　　３票
　　　  石橋純二　　１票

町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

初
当
選
し
た
平
成
３
年
当

時
を
振
り
返
っ
て
み
た
時
、

バ
ブ
ル
経
済
は
弾
け
て
い
ま

し
た
が
、
住
環
境
の
整
備
を

始
め
ハ
ー
ド
事
業
が
政
策
の

中
心
で
し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
の
た
め
の

定
住
・
子
育
て
支
援
等
の
提

言
・
政
策
は
少
な
く
、
ま
た
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
町
独

自
の
取
り
組
み（
地
方
創
生
）

な
ど
は
政
策
の
中
心
課
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
16
年
の
大
合
併
の
前

後
に
、
国
は
全
国
的
に
地
方

公
共
団
体
に
財
政
健
全
化
を

示
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
財

源
移
譲
と
引
き
換
え
に
補
助

金
と
地
方
交
付
税
の
大
幅
カ

ッ
ト
が
進
み
ま
し
た
。

　

本
町
も
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
職
員
数
の
大
幅
な

削
減
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後

も
財
政
健
全
化
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化

す
る
中
、
行
政
経
費
が
増
え

る
一
方
で
あ
り
、
財
政
面
は

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

人
口
減
少
が
一
番
の
課
題

で
あ
り
、
山
積
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、

町
長
と
と
も
に
地
方
自
治
の

﹁
車
の
両
輪
﹂
で
あ
る
議
会

の
役
割
は
、
今
ま
で
以
上
に

増
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
行
政
の
監
視
に
加

え
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
に
向

け
、
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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各委員会の委員長

石
橋
純
二
　

議
員

総
務
教
民

大屋　光宏
議会運営委員長

亀山　和巳
産業建設委員長

石橋　純二
総務教民委員長

　

行
政
機
構
の
改
編
に
よ
り
、
企
画
財

政
課
が
従
来
の
財
政
に
税
務
を
加
え
、

財
務
課
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
は
財
政
面
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
す
。
行
財
政
改
善
計
画
の
着
実
な

実
行
が
求
め
ら
れ
、
厳
し
い
決
断
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。﹁
日
本
一
の
子
育
て

村
構
想
﹂の
更
な
る
進
展
や﹁
２
０
２
５

年
問
題
﹂
と
い
わ
れ
る
医
療
・
福
祉
分

野
の
改
革
や
防
災
等
、
山
積
す
る
重
要

課
題
に
対
し
て
果
敢
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
は
、﹁
邑
南
町
議
会
基
本
条
例
﹂

に
基
づ
き
、
議
員
間
討
議
や
住
民
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
、
町
民
に
分
か
り

や
す
い
議
会
運
営
を
め
ざ
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
意
見
交
換
会
の
参
加
者

は
少
な
く
、
議
会
へ
の
関
心
が
高
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

町
民
の
信
用
を
得
て
議
会
へ
の
関

心
が
高
ま
る
よ
う
、
議
員
の
本
来
の
使

命
で
あ
る
﹁
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決

定
﹂
と
﹁
行
財
政
運
営
の
監
視
﹂
の
職

責
を
果
た
す
た
め
、
よ
り
一
層
議
論
の

深
ま
る
議
会
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

元
号
も
改
ま
り
、
令
和
の
時
代
に
な

り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
予
期
せ
ぬ
変

革
や
さ
ま
変
わ
り
が
想
定
さ
れ
、
議
会

と
し
て
の
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
本
町
が
力
を
入
れ
て
進
め
て
い

る
定
住
施
策
で
は
、
農
業
を
は
じ
め
と

す
る
産
業
振
興
や
、
働
く
場
の
確
保
が

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
わ
る
当
常
任
委
員
会
所
管

の
事
務
事
業
の
審
議
を
充
実
し
、
委
員

会
と
し
て
適
格
な
判
断
や
提
案
が
で
き

る
、
活
発
な
委
員
会
と
な
る
よ
う
委
員

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

石
橋
　
純
二
　
委
員
長

●
総
務
教
民
常
任
委
員
会

各
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

　

議
会
活
動
の
中
心
舞
台
に
な
る
の
が
「
常
任
委
員
会
」
で
、
議
会
運
営
の
水
先
案
内
を
す
る
の
が
「
議
会
運
営
委
員
会
」
で

す
。
と
も
に
、
活
発
な
委
員
会
活
動
に
は
委
員
長
の
手
腕
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
委
員
長
経
験
者
が
再
登
板
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
見
せ
所
で
す
。
新
し
い
委
員
会
運

営
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　

議
長
以
外
の
議
員
は
２
つ
の
常
任
委
員
会
の
ど
ち
ら
か
に
属
し
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
は
７
人
の
構
成
で
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
２
人
、
広
報
委
員
長
、
他
議
員
3
人
の
７
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設

亀
山
和
巳
　

議
員

議
会
運
営

大
屋
光
宏
　

議
員

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
議
会
運
営
委
員
会

亀
山
　
和
巳
　
委
員
長

大
屋
　
光
宏
　
委
員
長
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柳川事務局長

事
務
局
長
に

柳
川
修
司
氏

議
会
運
営

産
業
建
設

総
務
教
民

委 員 長 大屋　光宏　　　　　　　

副委員長 三上　　徹　　　　　　　

委 員

石橋　純二　　亀山　和巳

辰田　直久　　中村　昌史

大和　磨美　　　　　　　

委 員 長 亀山　和巳　　　　　　　

副委員長 和田　文雄　　　　　　　

委 員

三上　　徹　　清水　優文

大屋　光宏　　宮田　　博

瀧田　　均　　　　　　　

委 員 長 石橋　純二　　　　　　　

副委員長 漆谷　光夫　　　　　　　

委 員

辰田　直久　　日野原利郎

中村　昌史　　平野　一成

大和　磨美　　　　　　　

委員会の構成

　

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
議
会
事
務
局
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。　

　

町
議
会
と
は
、
日
本
国
憲

法
で
定
め
ら
れ
た
議
事
機
関

で
あ
り
、
議
会
議
員
は
住
民

代
表
と
し
て
、
住
民
の
視
点

で
議
案
を
審
議
し
、
議
会
事

務
局
は
行
政
の
視
点
か
ら
議

案
を
分
析
し
、
こ
の
融
和
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
議
案
の

審
議
が
実
現
し
、
住
民
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　

事
務
局
と
し
て
、
二
元
代

表
制
の
調
整
役
と
し
て
、
ま

た
、
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の

支
え
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

局
長
コ
メ
ン
ト
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区分 議案の内容 賛成 反対 結果

専
決

条
例

町税条例等の一部改正 １４ 0

承
認

町国民健康保険税条例の一部改正 １４ 0

30
年
度
補
正
予
算

町一般会計補正予算第11号 １４ 0

町国民健康保険事業特別会計補正予算第6号 １４ 0

町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算
第7号 １４ 0

町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第4号 １４ ０

例条 改元に伴う関係条例の整備について 14 0

可
決

他のそ 財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車） 14 ０

算予 令和元年度町一般会計補正予算第1号 14 0

発
委

町議会委員会条例の一部改正について 14 0

町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について 14 0

採 決 の 結 果

専
決
処
分
な
ど
11
件
を
承
認
可
決

　

５
月
８
日
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
が
6

件
、
条
例
関
係
の
議
案
1
件
、
財
産
の
取
得

が
1
件
、
令
和
元
年
補
正
予
算
１
件
上
程
さ

れ
、
議
員
発
委
2
件
を
含
め
、
全
て
を
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

５月臨時会

議案の

  ゆくえ

3月補正後の額 3月専決補正額 3月専決補正後の額

一 般 会 計 １19億8374万円　 △6125万円 119億2248万円

国 民 健 康 保 険 14億4779万円 △1372万円 14億3407万円

直 営 診 療 所 2億8328万円 △993万円 2億7334万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億7033万円 37万円 3億7070万円

下 水 道 9億1529万円 ―　　　 9億1529万円

電 気 通 信 4億7622万円 ―　　　 4億7622万円

特 別 会 計 合 計 34億9290万円 △2329万円 34億6961万円

総　合　計 154億7664万円 △8454万円 153億9210万円

平成30年度３月専決補正平成平成

補正額は千円未満で四捨五入しています。

当初予算の額 5月補正額 5月補正後の額

一 般 会 計 　114億5500万円 △1億4011万円 △113億1489万円

国 民 健 康 保 険 13億7900万円 ― 13億7900万円

直 営 診 療 所 1億 300万円 ― 1億 300万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億5400万円 ― 3億5400万円

下 水 道 9億5100万円 ― 9億5100万円

電 気 通 信 4億5800万円 ― 4億5800万円

特 別 会 計 合 計 32億4500万円 ― 32億4500万円

総　合　計 147億　　　0万円 △1億4011万円 145億5989万円

令和元年度５月補正予算平成平成

　

平
成
30
年
度
３
月
専
決
補
正
の
減
額
の
要
因
は

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。
除
雪
費
の
減

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
減
、
全
国
的
な
災
害

の
多
発
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
減
額
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
を
充
当
し
、
財
源
を
調

整
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
減
額
の
要
因
は
防
災

無
線
更
新
事
業
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
財

源
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
で
起
債
を
し
て
い
た

も
の
の
う
ち
、
防
災
行
政
無
線
基
本
調
査
委
託
料

を
起
債
の
対
象
外
と
し
た
た
め
、
財
政
調
整
基
金

を
充
当
し
財
源
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
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特
別
委
員
会
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

　

議
会
広
報
を
通
じ
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
議
会
で
の
議

論
の
様
子
や
審
議
の
内
容
を

正
確
に
わ
か
り
や
す
く
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
紙
面
の
レ

イ
ア
ウ
ト
や
編
集
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
の
導
入
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

　

引
き
続
き
、
浜
田
作
木
線

改
良
促
進
特
別
委
員
会
の
委

員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
、
県
央
県
土
整

備
事
務
所
へ
の
要
望
活
動

や
、
町
内
の
期
成
同
盟
会
等

と
の
情
報
交
換
な
ど
職
責
に

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

浜
田
作
木
線
は
、
主
要
地

方
道
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、現
在
﹁
高
見
工
区
﹂

瀧
田
　
均
　
委
員
長

●
浜
田
作
木
線
改
良
促
進

大
和

　
磨
美

　
委
員
長

●
議
会
広
報

●
議
会
改
革

辰
田
　
直
久
　
委
員
長

　

今
春
実
施
し
ま
し
た
定
数

や
報
酬
額
、
議
員
の
な
り
手

不
足
、
議
会
の
あ
り
方
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
配

布
数
の
３
分
の
１
を
超
え
る

約
１
５
０
０
通
の
回
答
を
い

た
だ
き
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
や
議
員
に
対

し
大
変
厳
し
い
意
見
を
い
た

だ
き
、
初
心
に
戻
ら
な
け
れ

﹁
吉
原
工
区
﹂
が
改
良
工
事

の
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
工
事
に
は
補
正
予
算
も
配

分
さ
れ
る
な
ど
、
今
の
と
こ

ろ
お
お
む
ね
順
調
に
改
良
工

事
が
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
早
期
の
全
線

改
良
を
め
ざ
し
要
望
活
動
を

強
め
る
等
、
地
域
の
方
々
と

と
も
に
取
り
組
み
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ビ
の
議
会
中
継
に
つ
い
て

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多

く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
お
お
な
ん
が
、

よ
り
多
く
の
方
に
ご
愛
読
い

た
だ
け
る
よ
う
、
委
員
一

同
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
す
！

ば
な
ら
な
い
点
も
多
い
と
感

じ
ま
し
た
。
執
行
部
へ
の
要

望
も
多
く
あ
り
ま
し
た
の

で
、
議
会
活
動
に
反
映
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
議
会
で
集
約
し
、
皆
さ
ま

に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
議

会
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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15 14 13 12 11

山中　康樹（65）
伏谷498-2

農業
自由民主党、８回

議長
浜作線委員

総合事務組合議員
公立病院組合議員

消防組合議員

三上　　徹（72）
上田1437

農業
無所属、８回

議会運営副委員長
産業建設委員
浜作線委員

消防組合議員

石橋　純二（71）
原村504-2

商業
無所属、７回

総務教民委員長
議会運営委員
議会改革委員
浜作線委員

公立病院組合議員

亀山　和巳（64）
市木46
農業

無所属、６回
産業建設委員長
議会運営委員
議会改革委員

辰田　直久（59）
中野758
会社員

無所属、６回
総務教民委員
議会運営委員

議会改革委員長
公立病院組合議員

10 ９ ８ ７ ６

清水　優文（74）
矢上1035-2

農業
無所属、５回
産業建設委員
議会広報委員

日野原利郎（67）
矢上3401

農業
無所属、３回
総務教民委員
議会広報委員
浜作線委員

中村　昌史（64）
下口羽1283
建築設計業

無所属、３回
副議長

議会運営委員
議会広報委員
浜作線委員

議会改革委員
総合事務組合議員

大屋　光宏（51）
矢上1426

農業
無所属、３回
産業建設委員

議会運営委員長

漆谷　光夫（73）
矢上446-4

無所属、２回
総務教民副委員長

議会改革委員
総合事務組合議員

５ ４ ３ ２ １

宮田　　博（70）
井原1248-1

農業
無所属、２回

監査委員
産業建設委員

和田　文雄（66）
三日市273-5

農業
無所属、２回

産業建設副委員長
議会広報副委員長
総合事務組合議員

平野　一成（60）
下田所906-1

商業
無所属、２回
総務教民委員

議会改革副委員長
公立病院組合議員

瀧田　　均（60）
日貫3168

農業
無所属、２回
産業建設委員
浜作線委員長
議会広報委員

公立病院組合議員

大和　磨美（45）
下田所329

販売員
無所属、２回
総務教民委員
議会運営委員

議会広報委員長
議会改革委員

議員紹介 任期残り２年間よろし
くお願いいたします

（注）　紹介内容は上から、 議席、 写真、 氏名　　　
年齢、 住所、 職業、 所属政党、 当選回数(合併前
含む)、 議会での主な役職です。
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編
集
室
の

　
　
　
窓

▼
２
年
毎
に
行
わ
れ
る
議
長

選
挙
。
今
回
は
立
候
補
者
が

３
名
も
お
ら
れ
、
選
挙
の
前

に
そ
れ
そ
れ
が
所
信
表
明
さ

れ
た
▼
先
輩
議
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
聞
き
な
が
ら
、

町
政
に
対
す
る
熱
い
思
い
と

町
民
の
代
表
で
あ
る
と
い
う

強
い
責
任
感
を
感
じ
、
私
も

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
と
胸
の

内
で
気
を
引
き
締
め
た
▼
常

任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
一

部
変
更
が
あ
り
、
ま
た
４
月

の
人
事
異
動
で
町
執
行
部
の

顔
ぶ
れ
も
変
わ
っ
た
。
少
し

の
変
化
で
は
あ
る
が
、
そ
の

変
化
が
良
い
変
化
と
な
る
よ

う
、
実
の
あ
る
議
論
、
是
々

非
々
の
議
会
で
あ
り
た
い
。

　
　
　
（
大
和
磨
美　

記
）

新しい議会人事
（令和元年５月）
◎委員長　○副委員長

議 長
副 議 長

山中　康樹
中村　昌史

事務局長
統括課長補佐

柳川　修司
日高　　泉

区
分

正
副
委
員
長

委
員

総
務
教
民
常
任
委
員
会
◎
石
橋　

純
二

○
漆
谷　

光
夫

辰
田　

直
久

日
野
原
利
郎

中
村　

昌
史

平
野　

一
成

大
和　

磨
美

産
業
建
設
常
任
委
員
会
◎
亀
山　

和
巳

○
和
田　

文
雄

三
上　
　

徹

清
水　

優
文

大
屋　

光
宏

宮
田　
　

博

瀧
田　
　

均

議
会
運
営
委
員
会
◎
大
屋　

光
宏

○
三
上　
　

徹
石
橋　

純
二

亀
山　

和
巳

辰
田　

直
久

中
村　

昌
史

大
和　

磨
美

邑
南
町
監
査
委
員

　
　
　
　
（
議
会
選
出
）

宮
田　
　

博

議
会
広
報
特
別
委
員
会
◎
大
和　

磨
美

○
和
田　

文
雄
清
水　

優
文

日
野
原
利
郎

中
村　

昌
史

瀧
田　
　

均

浜
田
作
木
線
改
良
促
進

　
　
　
　

特
別
委
員
会
◎
瀧
田　
　

均

○
三
上　
　

徹
山
中　

康
樹

石
橋　

純
二

日
野
原
利
郎

中
村　

昌
史

議
会
改
革
特
別
委
員
会
◎
辰
田　

直
久

○
平
野　

一
成

石
橋　

純
二

亀
山　

和
巳

中
村　

昌
史

漆
谷　

光
夫

大
和　

磨
美

区
分

委
員
及
び
理
事
等

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合

山
中　

康
樹 　

中
村　

昌
史

漆
谷　

光
夫 　

和
田　

文
雄

邑
智
郡
公
立
病
院
組
合

山
中　

康
樹 　

石
橋　

純
二

辰
田　

直
久 　

平
野　

一
成

瀧
田　
　

均 　
　
　
　
　
　

江
津
邑
智
消
防
組
合

山
中　

康
樹 　

三
上　
　

徹

町
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
協
議
会

大
屋　

光
宏　

漆
谷　

光
夫

平
野　

一
成　
　
　
　
　
　

邑
南
町
児
童
福
祉
審
議
会

大
和　

磨
美

水
明
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

環
境
保
全
管
理
委
員
会

平
野　

一
成

邑
南
町
開
発
公
社

山
中　

康
樹 　

石
橋　

純
二

亀
山　

和
巳 　
　
　
　
　
　

邑
南
町
学
校
給
食
会

山
中　

康
樹　

 

石
橋　

純
二

邑
南
町
上
下
水
道
委
員
会

中
村　

昌
史 　

宮
田　
　

博

和
田　

文
雄 　
　
　
　
　
　

邑
南
町
表
彰
審
議
会

石
橋　

純
二 　

清
水　

優
文

 

中
村　

昌
史     　
　
　
　
　

      

邑
南
町
奨
学
生
審
査

　
　
　
　
　
　

委
員
会

山
中　

康
樹　

 

石
橋　

純
二

邑
南
町
生
活
交
通
検
討

　
　
　
　
　
　

委
員
会

中
村　

昌
史　

瀧
田　
　

均

大
和　

磨
美　
　
　
　
　
　

邑
南
町
行
財
政

改

善

審

議

会

清
水　

優
文

邑
南
町　
　
　
　
　

民
生
委
員
推
薦
会

清
水　

優
文
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